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１ ． 学 ぶ 意 欲 を も ち 、 知 性 と 良 識 の

あ ふ れ る 村 を つ く り ま す 。

１ ． 健 康 と 安 全 を 心 が け

明 る く 楽 し い 村 を つ く り ま す 。

１ ． 勤 労 を 喜 び 、 力 を 合 わ せ て

豊 か な 村 を つ く り ま す 。

｜ 。 自 然 を 守 り 、 人 を 愛 し 、

心 や さ し い 村 を つ く り ま す 。

１ ． 心 身 と も に 健 全 な 子 の 育 つ

暖 か い 家 庭 と 村 を つ く り ま す 。
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佐

井

消

防

団

定

期

観

閲

式

（
五
月
十
七
日
・
津
軽
海
峡
文
化
館
）

２～３ むらの話題

４～５ おしらせ

６～８ 交母だより

９ 国保だより

出稼ぎ現地の

みなさん

１０～１１ 保健婦だより

１２～１３ 税務だより

年金だより

１４ 戸籍の窓口



むらの情報を広く掲載いた

します。身近な情報があり

ましたら、企画財政課まで

連絡ください。

『
点
検
を
重
ね
て
築
く
火
災
ゼ
ロ
』

佐
井
村
消
防
団
定
期
観
閲
式
－

五
月
十
七
日
、
佐
井
村
消
防

団
（
横
浜
松
雄
団
長
）

の
日
頃

の
練
習
の
成
果
を
発
表
す
る
定

期
観
閲
式
が
、
津
軽
海
峡
文
化

館
（
ア
ル

ザ
ス
）
前
広
場
を
会

場
に
、
団
員
の
ほ
か
、
川
目
婦

人
協
力
隊
や
福
浦
少
年
消
防
ク

ラ
ブ
の
メ
ン
バ
ー
ら
約
二
百
名

が
参
加
し
て
盛
大
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
大
湊
海
上
自
衛
隊
の
演
奏
を

合
図
に
観
閲
者
が
入
場
。

現
況
報
告
、
通
常
点
検
が
き

び
き
び
と
行
わ
れ
た
あ
と
、
ま
と

い
振
り
が
演
じ
ら
れ
ま
し
た
。

続
い
て
の
ポ
ン
プ
操
法
で

は
、
消
防
団
の
ほ
か
、
川
目
婦

人
協
力
隊
に
よ
る
実
戦
小
型
ポ

ン
プ
操
法
と
、
福
浦
少
年
消
防

ク
ラ
ブ
の
消
火
栓
操
法
も
演
じ

ら
れ
、
観
客
か
ら
盛
ん
な
拍
手

が
寄
せ
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

会
場
を
し
お
さ
い
橋
通
り
に

移
し
て
の
分
列
行
進
で
は
、
消

防
団
員
の
ほ
か
、
保
育
所
の
園

児
ら
も
参
加
。
見
守
る
お
母
さ

ん
か
ら
盛
ん
な
声
援
が
送
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

そ
の
あ
と
、
各
分
団
ご
と
に

一
斉
放
水
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

七
色
の
水
が
空
高
く
上
が
る
と

来
賓
や
観
客
か
ら
盛
ん
な
声
援

が
送
ら
れ
て
い
ま
し
た
。

橲
浦
老
人
ク
ラ
ブ

地
区
内
の
清
掃

福
浦
老
人
ク
ラ
ブ
（
田
中
長

次
郎
会
長
）
で
は
、
年
三
回
計

圓
し
て
い
る
地
区
内
清
掃
の
第

一
回
目
が
、
四
月
に
行
わ
れ
ま

し
た
。
こ
の
事
業
は
、
町
を
き
れ
い

に
す
る
た
め
、
毎
年
行
っ
て
い

る
も
の
で
す
。

い
つ
も
の
こ
と
な
が
ら
、
当

日
は
清
掃
開
始
の
十
五
分
前
に

集
合
し
て
、
会
長
を
中
心
に
町

の
中
を
す
み
か
ら
す
み
ま
で
清

掃
。
各
自
持
っ
て
き
た
袋
は
、

あ
っ
と
い
う
間
に
ゴ
ミ
で
い
っ

ぱ
い
に
な
り
ま
し
た
。

冬
の
間
に
た
ま
っ
た
ゴ
ミ
も

取
り
除
か
れ
、
町
は
す
っ
か
り

き
れ
い
に
な
り
ま
し
た
。

▼清掃活動に汗を流すみなさん

鮭

の

稚

魚

を

放

流

―

佐
井
小
の
児
童
が
協
力－

佐
井
村
漁
協
で
は
、
四
月
二

十
六
日
、
古
佐
井
川
で
漁
業
関

係
者
や
佐
井
小
学
校
の
児
童
と

一
緒
に
鮭
の
稚
魚
五
十
万
尾
を

放
流
し
ま
し
た
。

こ
の
囗
放
流
し
だ
の
は
、
大

畑
漁
協
の
ふ
化
場
で
体
長
五
セ

ン
チ
ぐ
ら
い
に
育
っ
た
稚
魚

で
、
児
童
た
ち
が
バ
ケ
ツ
に
移

し
て
も
ら
う
と
「
大
き
く
な
っ

た
ら
帰
っ
て
き
て
ね
」
と
願
い

を
込
め
な
が
ら
次
々
と
放
流
し



て
い
き
ま
し
た
。
今
年
は
、
地

元
の
ふ
化
場
で
育
っ
た
稚
魚
と

合
せ
て
一
八
〇
万
尾
を
放
流
す

る
予
定
で
す
。

鮭
の
稚
魚
は
、
佐
井
村
の
水

産
業
に
と
っ
て
大
事
な
資
源
で

も
あ
り
ま
す
。
み
ん
な
で
鮭
の

稚
魚
を
暖
か
く
見
守
っ
て
あ
げ

ま
し
ょ
う
。

▼鮭の稚魚を放流する児童

表
彰
を
受
け
た
み
な
さ
ん

消
防
庁
長
官
表
彰

■
永
年
勤
続
功
労
章

副
団
長

坪
谷

正
隆

青
森
県
知
事
表
彰

■

永
年
勤
続
功
労
章

笹

一
分
団
団
員

宮
野

順
一

第
四
分
団
団
員

館
脇

和
男

第
五
分
団
団
目
］

横
濱
四
志
一

第
六
分
団
団
員

大
石

公
之

第
七
分
団
班
長

田
中

誠
一

日
本
消
防
協
会
長
表
彰

■
精
績
章

副
団
長

坪
谷

正
隆

第
三
分
団
分
団
長
加
藤

唯
一

■
勤
続
章

副
団
長

坪
谷

正
隆

前
第
三
分
団
副
分
団
長
松
村

信
儀

青
森
県
消
防
協
会
長
表
彰

■
勤
功
章

第
五
分
団
部
長

田
中

勝
好

第
六
分
団
部
長

池
田

良
喜

■
永
年
勤
続
章
（
２５
年
以
占

第
二
分
団
団
員

宮
野

順
一

第
四
分
団
団
員

館
脇

和
男

第
五
分
団
団
員

横
濱
四
志
一

第
七
分
団
班
長

田
中

誠
一

■
永
年
勤
続
章
（
２０
年
以
占

第
一
分
団
副
分
団
長田
名
部

久

第
二
分
団
班
長

長
島

新
市

第
二
分
団
団
員

鹿
島

勝

第
二
分
団
団
員

宮
野

勇

笋

二
分
団
部
長

田
中

岩
男

第
三
分
団
班
長

木
部

一
夫

第
五
分
団
班
長

横
浜

仁

第
五
分
団
団
員

福
田

秋
雄

第
八
分
団
団
員

竹
内

拓
己

■
永
年
勤
続
章
［
１５
年
以
占

第
一
分
団
団
長

奈
良

豊

第
二
分
団
団
員

木
田

峰
芳

第
三
分
団
団
員

万
谷

雅
之

第
四
分
団
団
目
］

館
脇

修

第
四
分
団
団
員

館
脇

健
一

第
六
分
団
団
昌
］

大
石

正
義

第
六
分
団
団
員

大
石

輝
彦

第
七
分
団
団
昌
］

田
中

徳
康

第
八
分
団
部
長

坂
井

文
明

■
永
年
勤
続
章
（
１０
年
以
占

第
一
分
団
班
長

阿
部

武
俊

第
二
分
団
団
員

山
本

正
典

第
二
分
団
団
員

東
出

繁

第
二
分
団
団
員

奥
本

竜
已

第
二
分
団
団
員

中
村

勇
幸

第
三
分
団
団
昌
］

松
本

政
弘

第
八
分
団
班
長

坂
井

幸
人

む
っ
下
北
支
部
長
表
彰

■
優
良
団
員
章

第
一
分
団
部
長

竹
内

修

第
二
分
団
班
長

福
田

栄
一

第
三
分
団
部
長

木
部

一
夫

第
八
分
団
副
分
団
長船
越

勝
彦

佐
井
村
長
表
彰

圃
感
謝
状
永

年
勤
続
退
団
言

前
第
二
分
団
団
員
横
浜

信
雄

第
三
分
団
副
分
団
長松
村

信
儀

第
五
分
団
員

故
横
浜

光
吉

第
六
分
団
員

木
下

秀
幸

第
八
分
団
分
団
長
竹
内

重
雄

■
感
謝
状
（
一
般
協
力
考

岩
清
水

芳

田
名
部

昌

子

田
名
部

長
次
郎

中

村

豈－

一

■
感
謝
状
（
団
体
協
力
者
）

大

間
町

消
防

団

風
間
浦
村
消
防
団

大

畑
町

消
防

団

川
内
町

消

防
団

脇
野
沢
村
消
防
団



住
宅
金
融
公
庫
融
資
を

受

付

し

て

い

ま

す

住
宅
金
融
公
庫
で
は
平
成
五

年
度
第
一
回
申
込
み
を
受
け
付

け
て
い
ま
す
。

冨

付
期
言

四
月
二
十
二
日
か
ら
七
月
二
日

ま
でこ
の
度
、
公
庫
融
資
は
融
資

額
が
大
き
く
な
り
、
さ
ら
に
、

金
利

も
引
下

げ
に
な
り
ま
し

た
。
お
客
様
に
は
今
ま
で
よ
り

ご
利
用
し
や
す
く
な
っ
て
い
ま

す
。ま
た
、
申
込
み
は
近
く
の
金

融
機
関
（
住
宅
金
融
公
庫
業
務

取
扱
店
と
表
示
し
て
あ
る
金
融

機
関
）
で
行
え
ま
す
の
で
大
変

便
利
で
す
。

マ
イ

ホ
ー
ム
の
新
築
・
購

入
・
リ
フ
ォ
ー
ム
な
ど
を
お
考

え
の
方
は
、
ぜ
ひ
公
庫
融
資
を

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

お
問
い
合
わ
せ
は
、
住
宅
公

庫
東
北
支
店
も
し
く
は
お
近
く

の
金
融
機
関
ま
で
。

○
住
宅
公
庫
東
北
支
店

酋
○
二
二
（
二
二
言

五
〇
〇
二

放

送

大

学

青
森

ビ
デ
オ
セ
ン
タ
ー

学

生

募

集

放
送
大
学
青
森
ビ
デ
オ
学
習

タ
ン
タ
ー
で
は
、
平
成
五
年
度

第
二
学
期
（
十
月
授
業
開
始
）

入
学
の
学
生
を
募
集
し
て
い
ま

す
。放
送
大
学
は
、
国
民
の
生
涯

学
習
の
要
望
に
応
え
る
た
め
、

放
送
等
を
利
用
し
た
正
規
の
大

学
で
す
。

ビ
デ
オ
学
習
セ
ン
タ
ー
で

は
、
放
送
授
業
に
使
用
さ
れ
て

い
る
ビ
デ
オ
テ
ー
プ

ー
オ
ー

デ
ィ
オ
テ
ー
プ
を
利
用
し
、
広

く
一
般
に
大
学
教
育
の
機
会
を

提
供
し
、
生
涯
学
習
の
要
望
に

応
え
て
い
ま
す
。

詳
し
い
こ
と
は
、
放
送
大
学

青
森
ビ
デ
オ
学
習
セ
ン
タ
ー
に

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

酋
○
一
七
二
号
入

）
○
五
〇
〇

野 菜 無 人 市 を 開 設

○川目ほばえみ生活改善グループ

（イ弋表 工藤アサ）は、昨年に

引 き続 き荒川政勝さん宅前で六

月十日から野菜無人市を開設し

ます。

○農協婦人部は、今年度からアル

サス前で野菜無人市を開設し ま

す。

人

権

擁

護

委

員

制

度

を

ご

ぞ

ん

じ

で

す

か

六
月
一
日
は
、
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ
れ
た
日
で
す
。

昭
和
二
十
三
年
に
ま
ず
政
令
に
基
づ
い
て
人
権
擁
護
委
員
制
度
が

設
け
ら
れ
、
翌
二
十
四
年
六
月
一
日
に
人
権
擁
護
委
員
法
が
施
行
さ

れ
、
国
民
の
基
本
的
人
権
を
擁
護
す
る
、
い
わ
ば
民
間
人
に
よ
る
人

権
の
番
人
の
機
関
が
誕
生
し
た
の
で
す
。
こ
れ
が
人
権
擁
護
制
度
の

始
ま
り
で
す
。

人
権
は
、
人
間
が
平
和
に
生
き
て
い
く
う
え
で
最
も
大
切
な
権
利

で
す
。
自
分
だ
け
で
な
く
、
あ
な
た
も
私
も
み
ん
な
人
権
が
尊
重
さ

れ
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

国
の
内
外
を
問
わ
ず
、
人
々
が
お
互
い
に
人
権
を
守
る
こ
と
に

よ
っ
て
明
る
い
社
会
を
つ
く
る
こ
と
が
私
た
ち
の
願
い
で
す
。

全
国
人
権
擁
護
委
員
連
合
会
で
は
、
六
月
一
日
を
「
人
権
擁
護
委

員
の
日
」
と
定
め
、
こ
の
日
を
中
心
と
し
て
皆
さ
ん
と
と
も
に
一
層

の
人
権
思
想
啓
発
に
努
め
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
お
り
ま
す
。

当
村
の
人
権
擁
護
委
員
は
、
次
の
方
々
で
す
。
お
気
軽
に
相
談
し

て
く
だ
さ
い
。

○
山
本

正
さ
ん

三
八
上

二（

六
二

○
三
戸
重
一
さ
ん

三
八
上

一
四
三
六

○
佐
々
木
寛
昭
さ
ん

三
八
－

二
二
七
六

ネ イ チ ャ フ ォ ト 撮 影 教 室

一 写 真 に 残 そう 梵 珠 の 自然 －

動植物や風景等の、「自然」 を被写

体とした写真撮影に興味関心のある人

が、 より満足のい く写真を撮影するた

めの技術や心構えを活躍中の講師から

学び、レンズを通した「自然保全」「動

植物愛護」の気持ちを高めよう。

○期日 ６月１３日（日）

雨天決行

○会場 県立自然ふれあいセンター及

び梵珠山

○対象 撮影機材を準備で き、写真撮

影の経験のある方

※詳 しいこと は、県立 ふれあいセン

クーペ問い合わせてください。

・酋０１７７（６２）４５２７



６ 月 の 休 診 日

一 佐 井 診 療 所 －

５ 日・７ 日・１４日・２１日・２８日

（土） （月） （月） （月） （月）

患者送迎バス運行日

平
成
五
年
度
海
上
保
安
庁
船
艇
職
員
及
び

無
線
従
事
者
採
用
試
験

■

採

用

予

定

人

員

船
艇
職
員

航
海

約
十
名

機
関

約
十
名

航
空
機
職
員

整
備

約
五
名

無
線
従
事
者

通
信

約
五
名

技
術

約
五
名

■

受

験

資

格

船
艇
職
員

○
昭
和
二
十
九
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
五
級
海
技

士
以
上
の
免
許
を
有
す
る
者

航
空
機
職
員

○
昭
和
三
十
四
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
五
年

九
月
ま
で
に
、
卒
業
見
込
の
者

ま
た
は
、
こ
れ
と
同
等
と
認
め

ら
れ
る
学
歴
を
有
す
る
者
で
、

飛
行
機
ま
た
は
回
転
翼
航
空
機

の
三
等
航
空
整
備
士
以
上
の
技

能
証
明
を
有
す
る
者

無
線
従
事
者

○
昭
和
一
丁

九
年
四
月
二
日
以

降
に
生
ま
れ
た
者
で
高
等
学
校

を
卒
業
し
た
者
及
び
平
成
五
年

九
月
ま
で
に
卒
業
見
込
み
の
者

ま
た
は
こ
れ
と
同
等
と
認
め
ら

れ
る
学
歴
を
有
す
る
者
で
、
第

二
級
総
合
無
線
通
信
士
ま
た
は

第
二
級
陸
上
無
線
技
術
士
以
上

の
免
許
を
有
す
る
者

Ｉ

試

験

日

一
次
試
験

六
月
二
十
七
日

二
次
試
験

六
月
二
十
八
日

Ｉ

受

付

期

間

五
月
三
十
一
日
か
ら

六
月
十
八
日
ま
で

※
詳
し
い
こ
と
は
、
む
つ
航
路

標
識
事
務
所
ま
で

登
○
一
七
七
（
一
三

二

九
四
〇

農

事

用

設

備

の

電

気

配

線

に

ご

注

意

い
よ
い
よ
六
月
十
一
日
か
ら
暦
の
上
で
は
入
梅
と
な
り
ま
す
。
こ

れ
か
ら
の
季
節
は
、
天
気
予
報
や
ニ
ュ
ー
ス
で
不
快
指
数
が
話
題
と

な
り
ま
す
。
夏
場
の
快
・
不
快
は
、
気
温
や
湿
度
と
の
相
互
関
係
で

左
右
さ
れ
、
不
快
指
数
が
七
十
五
以
上
で
は
、
約
半
数
の
人
が
不
快

感
を
持
ち
、
さ
ら
に
、
七
十
九
に
達
す
る
と
ほ
と
ん
ど
全
員
が
不
快
。

さ
ら
に
上
が
る
と
、
ま
す
ま
す
不
快
感
が
加
わ
り
ま
す
。

電
気
設
備
も
温
度
や
湿
度
の
影
響
に
よ
っ
て
、
一
年
中
で
こ
の
期

間
が
一
番
絶
縁
抵
抗
が
低
下
し
て
い
ま
す
。
特
殊
な
も
の
を
除
き
、

雨
に
ぬ
れ
る
と
漏
電
や
感
電
な
ど
の
事
故
が
発
生
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
素
人
の
臨
時
配
線
や
仮
配
線
の
ま
ま
使
用
す
る
こ
と
は
大
変
危

険
で
す
。
正
し
く
安
全
な
設
備
で
感
電
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

村 制 施 行 １００ 周 年 記 念 写 真 集

「村 の あ ゆ み 」を 希 望 者 に 頒 布 し ま す

村ではこの度、村制施行１００周年記念写真集「村

のあゆみ」を刊行しました。既に皆さんの手元に

配布になり、ご高覧いただけたかと思います。こ

の写真集の頒布希望者には「１部１，９００円」でお

分しますから下記まで申込下さい。なお、部数に

限りがありますので希望される方は早目に申込下

さい。

○申込先 佐井村役場 企画財政課まで

Ｓ０１７５（３８）２１１１

※役場では、写真集の発送はしませんのでご丁

承下さい。

また、写真集は代金と引換えになります。

ただし、村外の方の申込については代金の

納付と引換えに、着払いで送付いたします。



交佞だより

佐 井 村

交通安全毋の会

佐
井
小
学
校
交
通
安
全
教
室
に
参
加
し
て

五
月
十
五
囗
、
佐
井
小

学
校

工

父
通
安
全
教
室
が
開
か
れ
ま

し
た
。
低
学
年
は
紙
芝
居
、
中
、
高

学
年
は
映
画
を
見
な
が
ら
、
交

通
安
全
に
つ
い
て
勉
強
し
ま
し

た
。低
学
年

は
、
「
あ
ん

ぜ
ん
寺

の
ち
ん
ね
ん
さ
ん
」
、
「
鬼
の
子

太
郎
」
と
い
う
紙
芝
居
を
見
ま

し
た
。
こ
の
紙
芝
居
は
、
信
号

機
の
見
方
な
ど
が
書
い
て
あ
っ

て
、
子
供
達
が
珍
し
そ
う
に
見

て

い
ま
し
た
。
毋
の
会
の
人
達

と
「
信
号
を
よ
く
見
て
渡
り
ま

す
」
「
飛

び
出

し
は
絶
対
し
ま

せ
ん
」
と
大
き
な
声
で
約
束
し

ま
し
た
。

そ
の
後
、
校
庭
に
設
置
し
た

信
号
機
を
使
っ
て
練
習
し
ま
し

た
。
帰
り
は
、
実
際
に
町
の
中

に
あ
る
横
断
歩
道
を
渡
っ
て
帰

り
ま
し
た
。

登
下
校
や
家
に
帰
っ
て
か
ら

も
、
車
に
注
意
し
、
元
気
に
過

ご
し
ま
し
ょ
う
。

６ ，１１ＥＩ現 在

交通事故死ゼ囗

３
，
５０４
日

自 動 車 に 乗 っ た ら

シ ー ト ベ ル ト

●シートベルトとヘルメッ

ト、どちらも命を守る大切

なもの忘れずに正しく着用

しましょう。

バイクを１１５１するときは

ヘルメット

飲んで乗る あなたは天国 家族は地獄 交通安全は家庭から

県内の交通事故概況
（平成 ５年） 青森県交通対策協議会

（ ）内は前年。累計は１月から

叶ｉ町村’別交迴１事ｉ攷防止コンクール実茄ｉ中
★ 彭丿酉遇１車云 しない させない みの力ｉさない
ー ドライノ｛－の・皆さん、スピードは４空えめに

歩彳ｉ者も交迴１ルールを守りましょう。一
毎月１日は交通安全家廁Ｅの日 １０日、２０日、３０日は交通事丿攷ゼロの日

シートベルト しめる心が 身を守る

八こ．ドｙＣ左にぎ つたら必謇守３う

〈 安 全 運 転 ５ 則 〉

１．安 全速度 を必ず守 る

２． カーブ の手 前 でスピ ードを

落 とす

３．交 差点で は必ず安 全 を確 か

める

４．一 時停止 で横断歩 行者 の安

全 を守る

５．渺こ１酉遜ｌ車云は糸色対－しない

〈高 速 安 全 運 転 ５ 則 〉

１．安全速度を守る

２．十分な車間距離をとる

３．割り込みをしない

４．わき見運転をしない

５．路肩を走行しない



青
森
県
交
通
安
全
毋
の
会
連
合
会
定
時
総
会

並
び
に
会
長
研
修
会
を
終
え
て

会
長
松

谷

三

枝

五
月
十
一
日
、
青
森
市
は
く

ち
ょ
う
会
館
に
お
い
て
、
青
森

県
交
通
安
全
母
の
会
連
合
会
の

平
成
五
年
度
定
時
総
会
が
行
な

わ
れ
ま
し
た
。

日
本
は
自
動
車
の
保
有
台
数

が
世
界
第
二
位
、
オ
ー
ト
バ
イ

が
第
一
位
と
な
り
、
交
通
事
故

が
多
発
し
て
い
る
の
で
気
を
つ

け
て
く
だ
さ
い
と
、
会
長
の
挨

拶
か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。

今
月
の
大
き
な
課
題
は
、
普

通
会
費
の
改
定
に
つ
い
て
で
、

審
議
さ
れ
賛
成
多
数
で
承
仟
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
と
、
青
森
県

は
飲
酒
運
転
が
第
二
位
で
、
と

て
も
恥
ず
か
し
い
こ
と
な
の
で

飲
酒
運
転
を
し
な
い
、
さ
せ
な

い
た
め
に
署
名
を
し
て
ほ
し
い

と
、
各
地
区
の
母
の
会
に
要
望

が
あ
り
、
こ
れ
も
実
施
す
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

み
な
さ
ん
の
地
区
に
お
伺
い
し

ま
す
の
で
宜
し
く
お
願
い
し
ま

す
。

会
長
研
修
に
入
り
、
「
若
者

の
生
命
を
守
る
」
の
テ
ー
マ
で

講
話
が
あ
り
、
今
は
青
森
県
で

も
車
が
一
世
帯
に
二

∴

石

の

保
有
台
数
で
百
四
十
万
人
の
う

ち
、
十
六
歳
以
上
の
大
は
、
∵

六
人
に
一
人
の
割
合
で
免
許
を

も
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、

二
十
歳
か
ら
二
十
四
歳
に
よ
る

事
故
が
増
加
し
て
お
り
、
一
年

の
う
ち
十
月
、
十
一
月
が
最
も

多
く
、
夕
方
か
ら
深
夜
に
か
け

て
多
発
し
て
い
る
こ
と
。
交
通

三
悪
と
い
わ
れ
る
無
免
許
、
飲

酒
、
ス
ピ
ー
ド
違
反
に
新
交
通

三
悪
が
加
わ
り
、
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
非
着
用
、
駐
車
違
反
、
過
積

載
が
多
く
な
り
、
取
締
の
対
象

に
な
っ
て
い
る
こ
と
。
ま
た
、

小
さ
い
う
ち
か
ら
の
教
育
が
必

要
で
、
親
が
交
通
ル
ー
ル
を

守
っ
て
い
く
こ
と
が
最
高
の
教

育
に
な
る
と
い
う
こ
と
が
話
さ

れ
ま
し
た
。

ま
た
、
子
供
達
（
乳
児
・
幼

児
）
を
車
に
乗
せ
る
と
き
に
は
、

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
が
必
要
で

あ
る
と
話
し
、
子
供
を
抱
っ
こ

し
て
ク
ッ
シ
ョ
ン
が
わ
り
に
し

て
死
に
追
い
や
る
こ
と
が
な
い

よ
う
に
、
大
事
な
命
を
守
る
た

め
に
使
用
し
て
ほ
し
い
と
話
さ

れ
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
、
自
転

車
の
無
灯
火
も
問
題
に
な
り
、

自
分
の
存
在
を
相
手
に
見
せ
る

こ
と
で
、
事
故
を
防
ぐ
こ
と
が

で
き
る
の
で
是
非
ラ
イ
ト
を
つ

け
る
よ
う
に
、
そ
し
て
ま
た
、

傘
を
さ
し
て
乗
る
こ
と
は
違
反

に
な
る
、
と
い
う
こ
と
が
話
さ

れ
、
と
て
も
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。次
の
日
は
、
施
設
見
学
と
な

り
匸
父
通
管
制
セ
ン
タ
ー
を
見

学
し
ま
し
た
。
こ
こ
で
は
、
県

内
の
主
要
な
市
の
交
通
状
況
が

一
目
で
わ
か
り
、
そ
れ
に
対
応

し
て
操
作
し
て
い
く
装
置
が
あ

り
、
と
て
も
驚
き
ま
し
た
。
例

え
ば
、
車
両
感
知
器
は
通
過
す

る
車
の
台
数
、
渋
滞
状
況
な
ど

を
自
動
的
に
測
定
し
て
、
管
制

セ
ン
タ
ー
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に

送
り
、
交
通
量
に
応
じ
て
信
号

を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
て
匸

父
通

の
流
れ
を
ス
ム
し
ス
に
し
て
い

る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
高
速
走

行
抑
止
装
置
は
、
制
限
速
度
を

超
え
て
走
行
す
る
車
両
に
、
安

全
走
行
の
警
告
を
行
い
、
著
し

い
速
度
違
反
に
つ
い
て
は
、
ビ

デ
オ
カ
メ
ラ
で
測
定
し
て
い
る

そ
う
で
す
。
テ
レ
ビ
ニ
フ
ジ
オ

の
情
報
も
こ
こ
か
ら
流
れ
て
い

る
そ
う
で
す
。
こ
こ
は
、
東
北

で
は
仙
台
に
っ
づ
い
て
二
番
目

の
装
置
が
な
さ
れ
て
い
る
そ
う

で
す
。
ま
た
、
道
路
に
つ
い
て

も
、
い
ろ
い
ろ
説
明
が
あ
り
、

追
い
越
し
禁
止
の
標
示
が
、
セ

ン
タ
ー
ラ
イ
ン
の
凹
凸
言
不
さ

れ
た
と
こ
ろ
も
話

さ
れ
ま
し

た
。
そ
の
上
を
通
る
と
、
音
で

わ
か
り
、
ま
た
夜
間
は
、
ラ
イ

ト
が
当
た
る
と
光
が
反
射
し
て

わ
か
る
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

こ
の
研
修
会
で
は
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
学
ん
で
き
ま
し

た
。最
後
に
、
村
民
の
み
な
さ
ん
。

交
通
事
故
死
ゼ
ロ
四
千
日
を
目

指
し
て
が
ん
ば
っ
て
い
き
ま

６月は「まちづくり月間」です

口幻街は ひらめき ときめき 響きあ幻

豊かで潤いのあるまちづ＜りについて、皆さん七一緒匚考大了み衣しょう。



チ
ヤ
イ
ル
ド

ー
シ
ー
ト

幼
い
命
は
大
人
が
守
る

休
日
に
家
族
で
ド
ラ
イ
ブ
・：

い
い
で
す
ね
。
と
こ
ろ
で
車
に

子
供
を
同
乗
さ
せ

る
際
、
あ
な

た
は
ど
う
し
て
い
ま
す
か
。
お

母
さ
ん
の
ひ
ざ
の
上
に
座
ら
せ

る
？

大
人
用
の
シ
ー
ト
ベ
ル

ト
を
着
用
さ
せ
る
？

よ
く
見

か
け
る
光
景
で
す
が
、
そ
の
ど

ち
ら
も
危
険
な
場
合
が
多

い
の

で
す
。

例
え
ば
シ
ー
ト

ベ
ル
ト
そ
し

て
、
ひ
ざ
の
上
に
体
重
十
キ
ロ

グ
ラ
ム
の
子
供
を
抱
き
か
か
え

た
お
母
さ
ん
が
車
に
乗
っ
て
い

る
と
し
ま
す
。
そ
の
車
が
時
速

五
十
キ
ロ
の
ス
ピ
ー
ド
で
壁
に

衝
突
し
た
と
し
た
ら
…
…

こ
の
と
き
、
衝
突
の
衝
撃
で

前
に
飛
び
出
す
子
供
の
体
を
抑

え
よ
う
と
す
る
お
母
さ
ん
の
手

に
加
わ
る
力
は
約
三
百
キ
ロ
グ

ラ
ム
。
こ
れ
で
は
、
ど
ん
な
に

し
っ
か
り
抱
い
て
い
て
も
、
抑

え
き
れ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。

結
果
、
子
供
が
頭
を
ぶ
っ
け

る
ば
か
り
か
、
状
況

に
よ
っ
て

は
死
に
つ
な
が
る
こ
と
も
あ
り

ま
す
。
し
っ
か
り
抱
き
か
か
え
て
い

て
も
こ
う
な
の
で
す
。
子
供
を

そ
の
ま
ま
座
ら
せ
て
い
た
ら
ど

う
で
し
ょ
う
。

小

さ

く

軽

い

子

供

は
、

ち
ょ
っ
と
し
た
シ
ョ
ッ
ク
で
も

簡
単
に
宙
に
舞
っ
て
し
ま
い
、

車
内
で
頭
を
打
っ
た
り
、
車
外

に
投
げ
出
さ
れ
た
り
し
て
し
ま

い
ま
す
。

ま
た
、
車
に
装
備
し
て
あ
る

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
、
子
供
に
着

用
す
れ
ば
安
心
か
と
い
う
と
そ

う
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。

こ
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
は
犬
人

用
の
も
の
。
子
供
、
特
に
幼
児

で
は
、
サ
イ
ズ
が
合
わ
な
い
た

め
に
ベ
ル
ト

が
首
や
腹
に
か
か

り
、
急
ブ
レ
ー
キ
や
衝
突
の
衝

撃
で
、
首
の
骨
が
折
れ
た
り
、
内

臓
が
破
裂
し
た
り
し
て
か
え
っ

て
危
険
な
場
合
が
あ
り
ま
す
。

こ
う
し
た
事
態
を
防
ぐ
た
め

に
作
ら
れ
た
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー

ト
は

。
子
供
の
命
網
”
と
い
う

べ
き
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
で
す
。

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
は
、
大

き
く
分
け
て
次
の
三
つ
の
タ
イ

プ
に
分
か
れ
ま
す
。

○
乳
幼
児
用
バ
ス
ケ
ッ
ト

言

～
八
か
月
ご
邑

○
乳
幼
児
用
シ
ー
ト

百

か
月
～
四
歳
ご
言

○
学
童
用
シ
ー
ト

百

歳
～
十
二
歳
ご
言

現
在
、
日
本
で
は
チ
ャ
イ
ル
ド

シ
ー
ト
を
着
用
し
な
け
れ
ば
い

け
な
い
と
い
う
法
則
規
制
は
あ

り
ま
せ
ん
が
、
車
社
会
の
先
進

国
で
あ
る
ア
メ
リ
カ
や
ド
イ

ツ
、
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
な
ど
の
国

で
は
、
着
用
を
法
律
的
に
着
務

づ
け
て
い
ま
す
。

自
分
か
運
転
し
て
い
た
車

で
、
わ
が
子
に
取
り
返
し
の
っ

か
な
い
運
命
を
背
負
わ
せ
て
し

そ
ん
な
こ
と
が
起
さ
な
い
よ

う
、
子
供
の
た
め
に
チ
ャ
イ
ル

ド
シ
ー
ト
を
考
え
て
あ
げ
て
く

だ
さ
い
。
幼
い
命
は
、
私
た
ち

大
人
が
守
り
ま
し
ょ
う
。

ラムネ・サイダー

清
涼
飲
料

は
、
サ
イ

ダ
ー

な
ど
の
炭

酸
飲
料
、

ジ
ュ

ー

ス
な
ど

の
果

実
飲
料
、

ド
リ

ン
ク

ヨ
ー
グ
ル
ト
な

ど
の
乳

性
飲
料

の
三
つ
に
分

か
れ
ま

す
。
戦
前

の
日
本
は
、「
ラ

ム

ネ
」「
サ

イ
ダ
ー
」

の
炭

酸
飲

料
が
、
清

涼
飲
料
水

の
約
八

割
を
占

め
て
い
ま
し

た
。「
ラ

ム
ネ

飲
じ
ゃ

す
ず

し
き
音

麓

ガ
ラ
ス
玉

」
（

八
木
絵
馬

）
、
匸

壜

の

サ
イ

ダ
ー
分
け

あ
ひ

旅
一

家

」
（

白
井

郷
峰

）
な
ど

の
句
が
あ
り

ま
す
。
で
は
、
ラ

ム
ネ
と
サ
チ

ダ

ー
と
で
は
、

中
身
は
ど

う
違

う

の
で
し
ょ

う
か
。
炭

酸
水

に
少
量
の

ク
ェ

ン
酸
、
砂

糖
、

香

料

な

ど

を

加

え

た

飲

料

と

い

う

点

で

は

、

変

わ

り

が

あ

り

ま

せ

ん

。

瓶

入

り

の

サ

イ

ダ

ー

は

、

ガ

ラ

ス

王

を

ポ

ン

と

落

と

し

て

飲

む

ラ

ム

ネ

よ

り

も

、

容

器

が

大

き

く

、

そ

の

ぶ

ん

高

価

と

い

う

だ

け

の

違

い

で

す

。

で

は

語

源

を

み

て

み

ま

し

ょ

う

。

ラ

ム

ネ

は

も

と

も

と

、

レ

モ

ン

水

を

指

す

英

語

の

レ

モ

ネ

ー

ド

（
一・
∃
ｏ
ワ

乱
・

）
が

な

ま

っ

た

和

製

外

来

語

。

サ

イ

ダ

ー
（
・
ａ
・
こ

も

英

語

で

す

が

、

そ

の

語

源

は

本

来

リ

ン

ゴ

酒

を

意

味

す

る

フ

ーフ

ン

ス

語

の

シ

ー

ド

ル
（
・
１１９
・
）
。

レ

モ

ネ

ー

ド

と

シ

ー

ド

ル

な

ら

、

そ

の

違

い

は

明

ら

か

で

し

ょ

う

。

グ
リ
ー
ン
ーツ
ー
リ
ズ
ム

縁
豊

か
な
農
山
漁
村

地
域
で
、

そ

の
自
然
、

文
化
、
人

々
と
の
交
流

を

楽
し

む
滞

在
型
の
余

暇
活
動
の
こ

と
。

農
林
水

産
省
が
昨
年

、
都
市
生

活

者
約

百
人

を
対
象

に
実

施
し
た
ア

ン

ケ

ー
ト
に
よ
る
と
、

一
年
間

に
七
割

の
人

が
何
ら
か
の

目
的

で
農
村

漁
村

に
旅

行
し

て
い
ま

す
。
ま
た
、

九
割

の
人

が
、
今
後

も
農
山
漁
村

に
旅
を

し
て

み
た
い
と
答
え
て

い
ま
す

。

】

方
、

農
山
漁
村
側

の
九
十
一
市

町
村

に
対
す

る
ア
ン
ケ

ー
ト
で

は
、

姉
妹
都
市

提
携
な

ど
、
都
市

と
の
交

流
に
取
り
組

ん
で
い

る
市
町
村

が
七
割
強

に
上

っ

て
い
ま
す

。

い
ま
、
わ
た
し

た
ち
は
、

自
然

の

中

に
安
ら
ぎ
を
求

め
る
気
持

ち
が
強

ま

っ
て

い
ま
す
。

そ
こ
で
、

都
市
と

農
山

漁
村
の
新
し

い
共
存
関
係

と
、

農
山

漁
村
地
域
の

活
性
化
政
策

が
待

た

れ
て

い
ま
す
。

諸
外
国
で

は
グ
リ

ー
ン

ー
ツ

ー
リ

ズ
ム
、

ル
ー
】フ
ル
（
田

園

の
、
村
落
の
）・
ツ
ー
リ
ズ

ム
な
ど

の
名

称
で

農
村
休

暇
政
策
が
実

行
に

移

さ
れ
て

い
ま
す

。
こ
う
し

た
海
外

の
例
も
参
考
に
し

、
農
林
水

産
省
は

昨
年

、
中
間
報
告

を
ま
と
め

ま
し

た
。

農
村
で

の
宿
泊
施
設

や
交
流

施
設

の

増
設

な
ど
、
受
け

入
れ
体
制

の
整
備

の
必
要
性
を
う
た

っ
て
い
ま

す
。



国

保
の
し

お
り

（
退

職

者

医

療

制

度

〉

長
い
間
、
会
社
や
役
所
な
ど

に
勤
め
て
い
て
退
職
し
、
現
在

国
保
に
加
入
し
て
い
て
被
用
者

年
金
（
厚
生
年
金
な
ど
）
を
も

ら
っ
て
い
る
人
、
お
よ
び
そ
の

被
扶
養
者
は
、
七
十
歳
に
な
る

ま
で
「
退
職
者
医
療
制
度
」
で

医
療
を
受
け
ま
す
。

Ｏ
お

医

者

さ

ん

に

か

か

る

と

き

医
療
機
関
の
窓
口
で
「
国
民

健
康
保
険
退
職
被
保
険
者
証
」

を
提
出
し
て
診
療
を
受
け
ま

す
。自
己
負
担
金
は
次
の
と
お
り

で
す
。

○
退
職
被
保
険
者
笨
人
）

外
来

二
割
自
己
負
担

八
割
国
保
負
担

入
院

二
割
自
己
負
担

八
割
国
保
負
担

○

被
扶
養
者
（
家
族
）

外
来

三
割
自
己
負
担

七
割
国
保
負
担

入
院

二
割
自
己
負
担

八
割
国
保
負
担

医 療 費 の状 況

〔２月診療分〕
（単位：円）

国保（若人分） 加入者数１，５７２人

退職者医療 加入者数 ６６人

老人医療 対象者数 ４９４人

出

稼

ぎ

現

地

の

み

な

さ

ん

遠
く
ふ
る
さ
と
を
離
れ
て
、
仕
事
に
励
ん
で
お
ら
れ
る
み
な
さ
ん
、

現
地
で
の
生
活
は
い
か
が
で
す
か
。

こ
の
ペ
ー
ジ
は
、
現
地
と
ふ
る
さ
と
を
結
ぶ
、
み
な
さ
ん
と
の
か

け
橋
で
す
。

現
地
で
の
情
報
、
お
便
り
、
写
真
な
ど
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

出

稼

労

働

者

対

象

の

車

両

系

建

設

機

械

運

転

技

能

講

習

受

講

者

を

募

集

し

て

い

ま

す

車
両
系
建
設
機
械
運
転
技
能
講
習
の
受
講
者
を
募
集
し
て
い
ま

す
。こ

の
講
習
は
、
機
体
重
量
が
三
ト
ン
未
満
と
三
ト
ン
以
上
の
二
種

類
が
あ
り
、
ど
ち
ら
の
講
習
も
、
県
が
出
稼
労
働
者
の
負
担
を
軽
減

し
、
あ
わ
せ
て
出
稼
労
働
者
の
雇
用
機
会
の
拡
大
及
び
労
働
安
全
の

確
保
を
図
る
た
め
、
受
講
料
を
県
で
負
担
し
て
「
建
設
業
労
働
災
害

防
止
協
会
青
森
県
支
部
」
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
労
働
安
全
衛

生
法
に
基
づ
く
講
習
で
す
。

日
時
・
場
所
・
受
講
資
格
な
ど
の
詳
し
い
こ
と
は
、
住
民
福
祉
課

住
民
係
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

？

二
八
―
二
一

二



保 健 婦 だ よ り

體 づくりは

食生活改善から

～年に一度は

健診を～

圃

は

じ

め

に

昔
か
ら
「
腹
八
分
目
医
者
い

ら
ず
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

健
康
の
た
め
に
は
、
む
し
ろ
少

し
空
腹
く
ら
い
が
い
い
と
い
う

こ
と
で
す
。

し
か
し
、
現
代
に
生
き
る
私

た
ち
は
、
い
ろ
い
ろ
数
多
く
の

食
品
に
か
こ
ま
れ
、
飽
食
の
中

に
あ
り
ま
す
が
、
逆
に
昔
の
人

の
よ
う
に
、
か
ら
だ
を
つ
か
う

機
会
に
め
ぐ
ま
れ
て

い
ま
せ

ん
。
で
す
か
ら
、
子
不
ル
ギ
ー

過
剰
と
い
う
現
象
に
み
ま
わ
れ

て
い
ま
す
。

健
康
的
な
食
習
慣
を
つ
く
る

た
め
、
わ
が
家
の
食
事
を
改
め

て
点
検
し
て
み
ま
し
ょ
う
。

亘

必

要

な
栄

養
素

を

い

ろ
い
ろ

食

べ
よ

う

健
康
な
か
ら
だ
を
保
つ
に

は
、
よ
い
食
習
慣
を
身
に
つ
け

る
こ
と
が
、
ま
ず
第
一
で
す
。

そ
の
た
め
に
は
、
た
ん
白
質

や
ビ
タ
ミ
ン
、
ミ
ネ
ラ
ル
な
ど

の
栄
養
素
を
過
不
足
な
く
、
い

ろ
い
ろ
食
べ
る
こ
と
が
大
切
で

す
。そ
れ
に
は
、
主
食
と
主
菜
、

副
菜
な
ど
数
多
く
の
料
理
を
と

り
そ
ろ
え
る
こ
と
が
必
要
で

す
。
料
理
に
は
使
用
す
る
食
品

の
数
を
六
つ
の
基
礎
食
品
の
各

群
か
ら
ま
ん
べ
ん
な
く
と
っ

て
、
三
十
食
品
を
目
標
に
す
れ

ば
、
自
然
に
必
要
な
栄
養
素
を

づ
フ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
こ
と

が
で
き
ま
す
。

外

食
の
多
い
方
は
ど
う
し
て

も
偏
食
に
な
り
や
す
い
の
で
、

家
庭
の
料
理
が
と
て
も
大
切
で

す
。
家
庭
で
の
規
則
正
し
い
食

事
を
心
が
け
れ
ば
匸

二
十
食
品

ぐ
ら
い
は
食
べ
ら
れ
ま
す
。

の
保
健
事
業

４
日
匐

‥囗
日

康
相
談
日

往

霜

茜

２５
日
米

午
後
９
～
１２
時

場
所

役
場

電
話
で
の
健
康
相
談
も
受
付

し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご

利
用
し
て
下

さ
い
。

８
日

次

胃

が

ん
・

大

腸

が

ん
・
肺
が
ん
検
診

基
本
健
康
診
査

場
所

牛
滝
地
区
生
活
改
善

セ
ン
タ
ー

受
付
時
間

午
前
５
時
～

６
時

１０
日
米

食
生
活
改
善
推
進
員

研
修
会
（
母
と
子
の

料

理

教

室

事

前

研

修

場
所

ア
ル

ザ
ス

２
階
海
峡
の
間

時
間

午
前
１１１１一
時
～

午
後
２
時

２９
日
次

乳
児
・
一
歳
半
・
二

歳
児
健
診



（
図

土

村

で

は

、

基

本

健

康

診

査

を

受

け

る

と

き

に

、

食

事

の

バ

ラ

ン

ス

調

査

も
行

っ

て

い

ま

す

。

昨

年

の

結

果

は
表

１

の

と

お

り

で

す

。

ほ

ぼ
合

格

ラ

イ

ン

に

達

し

て

い

ま

す

が

、

野

菜

・

動

物

岫

（
ラ

ー

ド

ー
バ

タ

ー

な

言

が
不

足

気

味

で

す

。
（
表

土

緑

黄

色

野
菜

は

、

カ

ロ

チ

ン

（

ビ

タ

ミ

ン

Ａ

）
の

供

給

源

で

、

皮

膚

や

粘

膜

を

保

護

す

る
働

き

が

あ

り

ま

す

。

淡

色

野

菜

は

、

ビ

タ

ミ

ン

Ｃ

の

供

給

源

で

、

か

ら

だ

の

各

機

能

を

調

節

し

ま

す
。
油
脂
類
は
、
子
不
ル
ギ
ー

源
と
な
り
ま
す
。

同
豊
富
な
食
品
を

適
量

食
べ
よ

う

一
日
三
十
食
品
と
い
う
の

は
、
食
品
数
が
多
い
の
で
、
へ

夕
を
す
る
と
食
べ
過
ぎ
に
な
り

か
ね
ま
せ
ん
。
い
ろ
い
ろ
食
べ

る
の
は
い
い
こ
と
で
す
が
、
か

ら
だ
を
勣
か
す
機
会
の
少
な
い

現
代
で
は
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
過
剰

に
な
る
お
そ
れ
も
あ
り
ま
す
。

十
分
卜
疣
意
し
た
い
も
の
で

す
。

野

菜

を

い
っ
ぱ

い
食

べ
よ

う

野
菜
が
ヘ
ル
シ
ー
料
理
の
シ

ン
ボ
ル
と
し
て
も
て
は
や
さ
れ

る
半
面
、
相
変
わ
ら
ず
、
野
菜

嫌
い
の
人
も
け
っ
こ
う
多
い
よ

う
で
す
。
し
か
し
、
野
菜
に
は

か
ら
だ
が
円
滑
に
活
動
す
る
の

を
助
け
た
り
、
病
気
に
対
す
る

抵
抗
力
を
養
う
ビ
タ
ミ
ン
や
ミ

ネ
ラ
ル
、
食
物
繊
維
な
ど
の
大

切
な
栄
養
素
が
い
っ
ぱ
い
。

こ
れ
か
ら
が
旬
の
野
菜
。
一

日
三
百
グ
ラ
ム
と
る
こ
と
を
目

標
に
、
毎
日
の
食
卓
に
た
く
さ

ん
並
べ
て
み
て
く
だ
さ
い
。

「
野

菜

の
健

康

効

果

」

①
カ
ロ
チ
ン
や
ビ
タ
ミ
ン
Ｃ
は

発
が
ん
物
質
の
働
き
を
妨
げ

ま
す
。

②
鉄
、
カ
リ
ウ
ム
な
ど
の
ミ
ネ

ラ
ル
は
か
ら
だ
の
働
き
を
円

滑
に
し
ま
す
。
鉄
は
貧
血
の

予
防
、
カ
リ
ウ
ム
は
血
圧
の

安
定
に
役
立
ち
ま
す
。

③
食
物
繊
維
の
働
き
で
便
通
が

よ
く
な
り
、
犬
腸
が
ん
の
予

防
に
な
り
ま
す
。

④
食
物
織
維
は
コ
レ
ス
テ
ロ
ー

ル
が
膜
に
吸
収
さ
れ
る
の
を

抑
え
る
の
で
、
高
脂
血
症
の

予
防
に
な
り
ま
す
。

③
野
菜
を
食
べ
る
と
か
む
回
数

が
ふ
え
、
あ
ご
の
発
達
・
歯

ぐ
き
の
強
化
、
早
食
い
の
防

止
に
な
り
ま
す
。

冫

面

３
）

平成４年度 栄養バランス食事調査の結果（表１）

（基本健診時における問診表より）

（図３）

１日３００Ｐのとり方にもバランスが大切

緑黄色野菜 淡色野菜 １日の所要量

１００ツ ２００Ｐ ３００Ｐ

場
所

ア
ル

ザ
ス

時
間

午
後
１２
時
３０
分
受
付

対
象

（
乳
児
）

平
成
４
年
１１一
月
～

平
成
５
年
２
月
生

二

歳
半
児
）

平
成
３
年
１０
月
～

同

年
１２
月
生

（
２
歳
児
）

平
成
３
年
４
月
～

６
月
生

３０
日
米

リ
（

ビ
リ
敦
室

場
所

高
齢
者
生
活
福
祉
セ

レ
タ
ー

時
間

午
後
１
時
～
３
時

淡炎色野菜の特徴

な
す
の

よ
う

に
表

面
の

色

は
濃

く
て

も
中
が

淡
色

の

野
菜

。
レ

タ
ス

、
き

ゅ
う

り
な

ど
生
で

食
べ

ら
れ

る

も
の
が
多

い
。
そ
の
ほ

か
、

大
根

、

タ
マ
ネ

ギ

、
キ
ャ

ベ
ツ

、
カ
リ

フ
ラ

ワ

ー
な

ど
。

緑昔羝野菜の特徴

ほ
う
れ
ん
草
や
に
ん
じ
ん

の
よ
う
に
色
が
濃
く
て
中

ま
で
色
の
あ
る
野
菜
。
淡

色
野
菜
に
少
な
い
カ
ロ
チ

ン
（
体
内
で
ビ
タ
ミ
ン
Ａ

に
変
わ
る
。
）
や
鉄
分
が

多
い
。
そ
の
ほ
か
、
か
ぼ

ち
や
、
小
松
菜
、
ブ
ロ
コ

リ
ー
な
ど
。



税務だより 税の相談は

お気軽に

税務相談室へ

〈税務相談室青森分室〉

８ ０１７７－２３－２３７９

申
告
納
税
制
度
を

支
え
る
た
め
に

我
が
国
の
税
制
は
、
納
税
者

自
ら
が
税
法
に
従
っ
て
自
分
の

所
得
と
税
額
と
を
正
し
く
計

算
、
申
告
し
て
納
税
す
る
と
い

う
、
申
告
納
税
制
度
を
採
用
し

て
い
ま
す
。

そ
れ
だ
け
に
、
納
税
者
の
皆

さ
ん
一
人
一
人
が
税
の
役
割
を

正
し
く
理
解
し
申
告
納
税
制
度

を
自
分
た
ち
の
も
の
と
し
て
育

て
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

税
務
署
で
は
、
申
告
納
税
制

度
の
基
本
で
あ
る
「
正
し
い
申

告
と
納
税
」
の
た
め
に
、
広
報
、

相
談
、
指
導
、
調
査
を
通
じ
て
、

正
し
い
税
知
識
の
普
及

や
税
負

担
の
公
平
確
保
に
努
め
て
い
ま

す
。ま
た
、
地
方
公
共
団
体
や
税

理
士
会
な
ど
関
係
民
間
団
体
と

の
連
携
や
協
力
を
得
な
が
ら
、

申
告
納
税
制
度

の
定
着
に
努
め

て
い
ま
す
。

納
税
者
の
皆
さ
ん
、
税
を
正

し
く
理
解
し
正
し
い
申
告
と
納

税
を
し
ま
し
ょ
う
。

財

産

を

相

続

し

た

と

き

財

産

を
相

続
し

た
と

き
に

は
、
財
産
を
も
ら
っ
た
人
に
相

続
税

が
か
か
り
ま
す
が
、
次
の

よ
う
な

二
疋
の
要
件
に
該
当
し

た
場
合
な
ど
に
は
相
続
税

が
軽

減
さ
れ
ま
す
。

な
お
、
正
味
の
遺
産
額

が
基

礎
控

除
額

の
範

囲
内

で
あ

れ

ば
、
相
続
税
は
か
か
り
ま
せ
ん
。

Ａ
配
偶
者
の
税
額
軽
減
Ｖ

配
偶
者

が
取
得
し
た
正
味
の

遺
産
額
が
、
八
千
万
円
ま
で
か
、

正
味
の
遺
産
額
の
二
分
の
一
ま

で
で
あ
れ
ば
、
配
偶
者
に
は
相

続
税

は
か
か
り
ま
せ
ん
。

Ａ
未
成
年
者
控
除
Ｖ

相
続
人
が
未
成
年
の
場
合

は
、
二
十
才
に
達
す
る
ま
で
の

年
数
各
一
年
に
つ
き
六
万
円
か

控
除
さ
れ
ま
す
。

Ａ
障
害
者
控
除
Ｖ

相
続
人
が
障
害
者
の
場
合

は
、
七
十
才
に
達
す
る
ま
で
の

年
数
各
一
年
に
つ
き
六
万
円

（
特
別
障
害
者
の
場
合
は
十
二

万
円
）
が
控
除
さ
れ
ま
す
。

詳
し
く
は
最
寄
り
の
税
務
署

や
税
務
相
談
室
に
お
尋
ね
く
だ

さ
い
。

基

準

地

等

に

係

る

路

線

価

等

の

公

開

に

つ

い

て

平
成
四
年
度
の
固
定
資
産
税
の
評
価
額
を
、
次
の
八
地
点
に

つ
い
て
公
開
し
ま
す
。

二

字
原
田

漁
協
支
所
付
近

三
、
一
〇
〇
円

二
、
字
黒
岩

黒
岩
橋
付
近

四
、
〇
〇
〇
円

三
、
字
古
佐
井

川
原
町
通
り

七
、
四
〇
〇
円

四
、
字
大
佐
井

仲
町
通
り

二

〇
、
五
〇
〇
円

五
、
字
糠
森

役
場
付
近

四
、
六
〇
〇
円

六
、
字
大
佐
井
川
目

川
目
橋
付
近

二
、
五
〇
〇
円

七
、
字
磯
谷

漁
協
支
所
付
近

二
、
五
〇
〇
円

八
、
字
長
後

漁
協
支
所

二
、
三
〇
〇
円

国

民

年

金

展

の

習

字

作

品

を

募

集

国
民
年
金
制
度
の
普
及
推
進

と
小
学
生
の
習
字
教
育
の
向
上

を
目
的
に
、
国
民
年
金
展
の
習

字
作
品
を
募
集
し
ま
す
。

今
年
で
二
十
九
回
目
を
迎
え

る
こ
の
作
品
展
は
、
県
内
小
学

生
の
習
字
作
品
の
発
表
の
場
と

し
て
、
広
く
定
着
し
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
県
下
全
域
か
ら
、

半
紙
、
条
幅
合
わ
せ
て
二
千
八

百
九
十
四
点
の
応
募
が
あ
り
、

こ
の
う
ち
の
百
二
十
六
点
の
入

賞
作
品
が
、
平
成
四
年
十
一
月

七
日
と
八
日
の
二
日
間
、
弘
前

市
内
の
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂
で
展

示
さ
れ
ま
し
た
。
佐
井
村
か
ら

は
、
長
後
小
と
原
田
小
か
ら
九

点
の
応
募
が
あ
り
ま
し
た
。

詳
し
く
は
、
役
場
国
民
年
金

係
ま
で
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。



学
生
の
み
な
さ
ん
至
」民
年
金
の

加
入
手
続
は
お
済
み
で
す
か
。

平
成
三
年
四
月
一
日
か
ら
、

そ
れ
ま
で
任
意
加
入
と
さ
れ
て

い
た
二
十
歳
以
上
の
学
生
の

方
々
も
国
民
年
金
へ
の
加
入
が

義
務
づ
け
ら
れ
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
満
額
の

老
齢
基
礎
年
金
が
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
、
ま
た
、
在
学
中

に
不
慮
の
事
故
や
、
病
気
な
ど

で
障
害
者
に
な
っ
た
と
き
に
も

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
ら
れ
る

よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

加
入
の
手
続
き
は
、
印
鑑
を

持
参
の
う
え
、
学
生
の
住
民
票

の
あ
る
市
町
村
役
場
の
国
民
年

金
係
へ
。

一

保
険
料
の
納
付
・
免
除
は

保
険
料
は
月
額
一
万
五
百
円

で
す
。
口
座
振
替
制
度
や
、
割

引
の
あ
る
前
納
制
度
を
利
用
す

る
と
納
め
忘
れ
が
な
く
、
便
利

で
安
心
で
す
。

し
か
し
学
生
は
、
一
般
的
に

自
分
の
所
得
で
学
校
に
行
く
人

は
少
な
く
、
親
の
経
済
的
援
助

に
頼
っ
て
い
る
の
が
ほ
と
ん
ど

と
思
い
ま
す
。

そ
こ
で
学
生
の
場
合
に
は
、

一
般
の
加
入
者
よ
り
有
利
な
免

除
制
度
が
あ
り
ま
す
の
で
、
保

険
料
の
納
付

が
困
難
な
と
き

は
、
市
町
村
役
場
で
ご
相
談
く

だ
さ
い
。

ゆ
と
り
か
で
き
た
ら
追
納
を

保
険
料

が
免
除
さ
れ
た
場

合
、
そ
の
期
間
は
老
齢
基
礎
年

金
の
額
が
三
分
の
一
で
計
算
さ

れ
ま
す
。

そ
こ
で
、
保
険
料
の
免
除
を

受
け
た
方
は
、
そ
の
後
経
済
的

に
余
裕
が
で
き
た
と
き
、
十
年

前
の
分
ま
で
さ
か
の
ぼ
っ
て
納

め
ら
れ
る
、
「
追
納
制
度
」
を

利
用
し
て
、
将
来
有
利
な
年
金

を
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
し
ま

飽
と
る

海
女
の
眉
目
よ
き

潮
め
が
ね

（
西
沢
十
七
星
）

飽
取
り

虚
空
を
蹴
っ
て

沈

み
け
り

（
加
来
青
七
星
）

さ
わ
や
か
な
夏
の
海
の
風
景
が

目
に
浮
か
び
ま
す
ね
。
ア
ワ
ビ
は

夏
の
季
語
で
す
。

ア
ワ
ビ
と
い
う
と
、
。
磯
の

ア
ワ
ビ
の
片
思
い
”
と
い
う

言
葉
を
思
い
出
し
ま
す
。
昔

は
殼
が
へ
ん
平
で
巻
き
が
小

さ
い
た
め
、
二
枚
貝
と
考
え

ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、
実
は

巻
き
貝
の
仲
間
で
す
。
巻
い

て
い
る
部
サ
が
少
な
く
、
口

を
大
き
く
開
け
て
い
る
の
で
す
。

。
片
思
い
”
と
い
う
こ
と
か
ら
、

ア
ワ
ビ
を
婚
礼
の
料
理
に
使
う
の

を
嫌
う
地
方
も
あ
る
そ
う
で
す
。

し
か
し
、
本
来
ア
ワ
ビ
は
縁
起
物

と
し
て
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
昔
は

ア
ワ
ビ
を
薄
く
そ
い
で
干
し
、
青

竹
の
筒
な
ど
で
の
し
て
、
さ
ら
に

薄
く
し
て

。
の
し
ア
ワ
ビ
”
を
作

り
、
そ
れ
を
食
用
に
し
た
り
進
物

に
し
た
り
し
て
い
ま
し
た
。
の
し

ア
ス
ビ
は
、
後
の
世
に
は
、
紙
の

の
し
と
な
り
、
広
く
使
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
ア
ワ
ビ
は
寿

命
を
伸
ば
す
な
ど
、
縁
起
の
い
い

も
の
と
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
す
。

ア
ワ
ビ
の
殼
の
内
側
は
美
し
い

の
で
、
ら
で
ん
細
工
や
装
身
具
と

し
て
も
使
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

い
ま
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
く
な
り

ま
し
た
が
、
イ
タ
チ
除
け
に
ア
ワ

ビ
の
殼
を
鶏
小
屋
に
ぶ
ら
さ
げ
て

い
ま
し
た
。
揺
れ
て
光
る
た
め
、

寄
り
つ
か
な
い
そ
う
で
す
。

最
近
は
貴
重
品
と
な
っ
た

ア
ワ
ビ
で
す
が
、
コ
リ
コ
リ

し
た
歯
ざ
わ
り
の
ア
ワ
ビ
の

水
貝
や
、
酒
蒸
し
の
味
は
、

日
本
の
夏
の
味
覚
の
代
表
格

で
す
。
お
い
し
い
海
の
幸
を

楽
し
め
る
の
は
、
美
し
い
海

が
あ
っ
て
こ
そ
で
す
。
六
月
五
～

十
一
日
は
、「
海
洋
汚
染
防
止
推
進

週
間
」

わ
た
し
た
ち
も
、
海
を
汚

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。



山
菜
の
ア
ク
抜
き

重
曹
や
米
の
と
ぎ
汁
が
一
役

フ
キ
や
ウ
ド
、
ワ
ラ
ビ
や
夕

ケ
ノ
コ
な
ど
の
調
理
は
、
ア
ク

抜
き
が
ポ
イ
ン
ト
。
ア
ク
を
抜

か
な
く
て
は
、
お
い
し
く
食
べ

ら
れ
ま
せ
ん
。

山
菜
の
代
表
が
ワ
ラ
ビ
…
…

お
ひ
だ
し
に
、
ワ
ラ
ビ
ご
飯
に

と
お
い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
が
、

ア
ク
が
強
く
て
そ
の
ま
ま
食

べ

る
の
は
と
て
も
無
理
で
す
。

小

さ
じ
一
杯
の
重
曹
に
水
五

カ
ッ
プ
の
水
溶
液
を
作
り
、
な

べ
で
煮
立
て
ま
す
。
そ
の
水
溶

液
を
ワ
ラ
ビ
に
か
け
ま
す
。
そ

の
ま
ま
一
晩
置
い
て
、
翌
日
、

水
で
よ
く
洗
い
ま
す
。
前
の
晩

と
同
じ
割
合
の
水
溶
液
を
作

り
、
大
き
め
の
な
べ
で
煮
て
、

ワ
ラ
ビ
を
三
分
間
ほ
ど
ゆ
で
ま

す
。
途
中
で
ワ
ラ
ビ
が
浮
き
上

か
っ
て
き
ま
す
か
ら
、
落
と
し

ぶ
た
を
し
ま
す
。
ゆ
で
上
が
っ

た
ワ
ラ
ビ
は
、
す
ぐ
冷
水
で
さ

ら
し
ま
す
。
ア
ク
が
抜
け
、
お

い
し
く
食
べ
ら
れ
ま
す
。

摘
ん
だ
ワ
ラ
ビ
は
、
い
つ
ま

で
も
握
っ
て
い
る
と
茎
が
固
く

な
り
味
が
落
ち
ま
す
。
摘
ん
だ

ら
す
ぐ
に
、
袋
な
ど
に
入
れ
て

持
ち
帰
り
ま
し
ょ
う
。

タ
ケ
ノ
コ
の
ア
ク
抜
き
に

は
、
米
の
濃
い
と
ぎ
汁
を
使
い

ま
す
。
お
米
の
と
い
た
後
の
と

ぎ
汁
（
三
回
ま
了

を
深
め
の

な
べ
に
た
っ
ぷ
り
た
め
、
タ
ケ

ノ
コ
を
入
れ
て
水
か
ら
ゆ
で
ま

す
。
ポ
イ
ン
ト
は
、
ゆ
で
る
前

に
外
の
皮
を
ミ

三
枚
は
が
し
、

タ
ケ
ノ
コ
の
頭
を
五
～
十
セ
ン

チ
く
ら
い
、
薄
皮
を
残
す
程
度

で
斜
め
に
切
り
落
と
し
ま
す
。

包
丁
で
縦
に
一
本
、
筋
を
入
れ

お
く
と
、
火
が
よ
く
通
り
ま
す
。

と
ぎ
汁
の
代
わ
り
に
、
米
ぬ

か
を
使
っ
て
も
ア
ク
が
抜
け
ま

す
。
深
め
の
な
べ
の
水
に
、
米

ぬ
か

Ｉ
カ
ッ
プ
を
入
れ
て
、
同

じ
要
領
で
ゆ
で
ま
す
。
タ
ケ
ノ

コ
の
大
き
さ
に
も
よ
り
ま
す
が

竹
ぐ
し
で
根
本
を
刺
し
、
す

う
っ
と
通
る
ま
で
ゆ
で
ま
す
。

一
時
間
く
ら
い
で
し
ょ
う
。

ゆ
で
終
っ
た
ら
そ
の
ま
ま
冷

ま
し
、
皮
を
む
い
て
洗
い
、
水

に
つ
け
て
お
き
ま
す
。
冷
め
な

い
う
ち
に
水
洗
い
す
る
と
、
ア

ク
が
抜
け
ま
せ
ん
の
で
注
意
し

て
く
だ
さ
い
。

番

外

編

ウ
ド
は
酢
水
で
ア
ク
を
抜
き

ま
す
。
ウ
ド
に
含
ま
れ
て
い
る

酸
化
酵
素
が
空
気
に
触
れ
、
ポ

リ
フ
ェ
イ
ノ
ー
ル
と
い
う
成
分

と
結
合
し
、
ア
ク
に
な
り
ま
す
。

ウ
ド
の
皮
を
厚
め
に
む
き
、

五
分
程
度
、
酢
水
に
つ
け
ま
す
。

周
り
に
酢
水
の
膜
が
で
き
て
、

酸
化
酵
素
が
空
気
に
触
れ
ず
ア

ク
が
抜
け
ま
す
。
酢
水
は
、
大

さ
じ
四
杯
に
水
十
力
乙
フ
の
割

合
で
す
。

満１歳になります

万 谷 一 平ちゃん

（重夫・真紀子）
古 佐 井

戸籍の窓口
４月１０日現在

Ｏお誕生おめでとう

溝江 大翔（ｊＥ晴）天佐井

野田頭健也（達也）大佐井
竹内 北斗（政則）原 田

○ご結婚おめでとう

（横浜 勇 磯 谷

常田志保子 浪岡町

（山田 章生 田原町
鈴木志和子 大佐井

（横山 勝則 横浜市
宮田 陽子 原 田

（横浜 勉 大佐井

浅井くみ子 猿島町

（高田 隆 飯田市
正村知恵美 大佐井

○おくやみ申し上げます

船越 義雄（幸子）古佐井
工藤 べん（勘一）古佐井
工藤定太郎（そよ）川 目

横濱 かや（建一）原 田
荒川 しも（豊一）天佐井

金丸 サキ（保雄）大佐井

４月３０日現在人口（前月比）

男 １，７９０（十Ｂ）

女 １，８０５（十已）

計 ３，５９５（十伺）

世帯数 １川 Ｏ（十帽）
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